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第１２期新宿区環境審議会（第２回） 

 

平成３０年１１月１６日（金） 

環境学習情報センター研修室 

 

１ 議題 

 １ 新宿区環境マネジメントシステムの運用について 

 ２ 東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた情報提供 

   ・「持続可能な社会に向けた東京２０２０大会の取組みと私たちの暮らし」 

     﨑田 裕子委員 

      東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会 

      「持続可能ＤＧ」「資源管理ＷＧ」座長 

 ３ その他 

 

  配付資料 

 資料１ 新宿区環境マネジメントシステムの運用について 

 資料２ 持続可能な社会に向けた東京２０２０大会の取組みと私たちの暮らし 

 新宿区環境白書（平成３０年度版） 

 

○審議会委員 

 出席（１３名） 

     会  長  丸 田 頼 一     副 会 長  野 村 恭 子 

     委  員  﨑 田 裕 子     委  員  勝 田 正 文 

     委  員  坂 本   聰     委  員  林   直 樹 

     委  員  原 田 由美子     委  員  本 田 彰 男 

     委  員  大 島 弥 一     委  員  中 人 浩 一 

     委  員  小 畑 俊 満     委  員  桑 島 裕 武 

     委  員  野 田   勉 
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 欠席（３名） 

     委  員  安 田 八十五     委  員  中 䑓 浩 正 

     委  員  福 井 榮 子 
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午後２時01分開会 

  ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――   

    ◎開会 

○会長 では、時間となりましたので、ただいまから第12期新宿区環境審議会第２回を開催

させていただきたいと思います。 

  本日は、こちら新宿区立環境学習情報センターで開催とさせていただきました。後ほど

施設見学なども予定されていると聞いておりますので、皆様よろしくお願いいたします。 

  ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――   

    ◎事務局説明 

○会長 初めに、本日の委員の出欠状況につきまして事務局から報告、お願いいたします。 

○環境対策課長 環境対策課長、組澤です。本日はよろしくお願いします。 

  本日ご欠席のご連絡をいただいております委員は、福井委員になります。現在16名中12

名の方がご出席ですので、新宿区環境審議会規則による定数を満たしておりますことをご

報告します。まだお見えになっていない委員も間もなく見えられると思います。 

  また、本日は大変喜ばしいご報告があります。丸田会長が長年の環境等に関する研究な

どを高く評価され、11月８日、内閣府主催の園遊会にご招待されました。大変おめでとう

ございます。（拍手） 

○会長 では、次に本日の資料の確認を事務局からお願いいたします。 

○環境対策課長 それでは、資料等の確認を行います。 

  本日は平成29年度から新宿区として新たな環境マネジメントシステムの運用を開始しま

したので、その概要及び環境監査等についてご説明し、皆様から意見を頂戴したいと思っ

ております。また、東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会持続可能性デ

ィスカッショングループ、資源管理ワーキンググループの座長もお務めになっておられる

﨑田委員からオリンピックに向けた環境への取り組みについての情報提供をいただきます。 

  それでは、資料の確認をいたします。 

  まず、次第です。次第が議題１、議題２となっております。次に、資料１がございます。

こちらは新宿区環境マネジメントシステムの運用についてということで、Ａ４、１枚にな

っております。次に、資料２、持続可能な社会に向けた東京2020大会の取組みと私たちの

暮らし、以上２点であります。また、机上には平成29年度の環境に関する事業の実績等を
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まとめました新宿区環境白書をお配りしておりますので、後ほどご覧いただければと思い

ます。その他、参考資料等も配付しておりますので、ご確認ください。 

  説明している中で過不足があれば、また手を挙げておっしゃっていただければと思いま

す。 

  続いて、マイクについてご説明をいたします。今回はマイクが手持ちのマイクになりま

す。マイクが人数分ありません。各列に１つずつ配置しておりますので、回してご使用く

ださい。マイクは電源オフの状態で置いてありますので、お話しいただく際はマイクの親

指の位置のところにスイッチがありますので、スイッチをオンにしてからお話しください。

お手数をおかけしますが、よろしくお願いします。 

  以上です。 

○会長 どうもありがとうございました。 

  ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――   

    ◎新宿区環境マネジメントシステムの運用について 

○会長 事務局からご説明ありましたように、新宿区環境マネジメントシステムについての

ご意見やその他質問などを委員の皆様からいただきたいと思います。 

○環境対策課長 それでは、事務局から説明をさせていただきます。 

  まず、資料１、新宿区環境マネジメントシステムの運用について、Ａ４、１枚になりま

す。こちらのほうをご覧ください。 

  新宿区では、ＩＳＯ14001という環境管理の国際規格を区のマネジメントとして16年間運

用してきましたが、職員の間に省エネ・省資源の意識が定着したこともあり、平成29年４

月から区の事業に取り込みやすい新宿区独自の環境マネジメントシステムの運用を開始し

ました。環境審議会の委員の皆様に新宿区環境マネジメントの概要、活動結果、第三者評

価の実施等についてご説明し、ご意見をいただきたいと考えております。いただいたご意

見を参考とし、新宿区環境基本計画推進本部会議においてマニュアル等の見直しを行うと

ともに、来年度実施する第三者評価について決定していきたいと考えております。 

  まず、こちらの資料１の１番の新宿区環境マネジメントの概要からご説明をさせていた

だきます。 

  別紙１新宿区環境マネジメントマニュアル（第２版）、別紙２新宿区環境マネジメント活

動の手引き、別紙３新宿区環境法令ハンドブック、参考資料環境監査報告書・環境マネジ
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メント活動報告書をお配りしていますので、後ほど参考にご覧になっていただきたいと思

います。この項については私のほうからパワーポイントを活用してご説明をさせていただ

きたいと思います。パワーポイントの資料をお配りしていると思いますので、そちらもあ

わせてご利用ください。 

  それでは、新宿区環境マネジメントの概要についてご説明をさせていただきます。 

  まず、新宿区環境マネジメントの策定の背景についてご説明いたします。 

  まずは地球温暖化対策の推進に関する法律ということで、温対法という法律があります。

この中で赤字で書いてある地球温暖化対策実行計画（事務事業編）の策定と地球温暖化対

策実行計画（区域施策編）の策定を各自治体、市町村も含めて策定する必要があるとされ

ております。それで、こちらの下のほうの地球温暖化対策実行計画（区域施策編）に関し

ましては、前回の引き続きの委員の方はおわかりになると思うんですが、第三次環境基本

計画が兼ねています。あわせて各自治体、新宿区なら新宿区の事務事業をやっていく中で

の地球温暖化実行計画（事務事業編）を策定し、それで、年１回実行計画に基づく措置及

び施策の実施状況の公表と温室効果ガス排出量の定期報告をしなければならないとされて

おります。 

  それで、環境問題に関する自治体の役割ということで、委員の皆さんはお詳しいところ

もあると思うんですが、事業者としての責務を果たすということで、区も一事業者として、

大規模事業者として環境負荷の大きい組織であることを認識し、環境配慮活動を徹底する。

また、これも行政機関なので当たり前なんですが、法令遵守は必要不可欠ということで、

温対法、省エネ法、各種環境法制の遵守は地方自治体としての当然の責務である。それか

ら、３つ目の住民・事業者への波及展開ということで、住民・事業者との接点において環

境配慮行動を率先して行い、住民・事業者等のお手本になっていかなければならないとさ

れております。 

  次に、こちらが第三次環境基本計画ですが、第三次環境基本計画は、ライフスタイルの

転換、持続可能なまちづくり、ビジネススタイルの転換という取り組みを通じて、最終的

には地域資源を生かし、区民・事業者・区が一体となってつくる持続可能な環境都市・新

宿を目指すとされております。この環境都市像の実現に向けて環境基本計画は、１から５

までの基本目標を設定しておりまして、基本目標１が地球温暖化対策・ヒートアイランド

対策の推進としております。 
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  基本目標１の地球温暖化対策・ヒートアイランド対策の推進、こちらの項については先

ほどご説明させていただいた地球温暖化対策地方公共団体実行計画（区域施策編）を兼ね

ております。この中で区のＣＯ２排出削減目標として、平成42年度に平成25年度比24％削減

というのを目標としておりますのとともに、平成42年度までにエネルギーの消費量を平成

25年度比17％削減としています。この目標はＣＯＰ２１のパリ協定の目標、国が出した目

標に準じた目標となっております。その中で再生可能なエネルギーの活用とエネルギー利

用の効率化の推進、家庭及び職場の省エネルギーの取組を支援し、環境に配慮したライフ

スタイルへの転換、ヒートアイランド対策の推進をするという個別目標を設定しておりま

す。 

  それで、先ほどＩＳＯに取り組んでいたというお話をしたんですが、新宿区環境マネジ

メントと地球温暖化対策ということで、平成12年３月に新宿区庁内地球温暖化対策実行計

画を策定しております。平成12年12月にＩＳＯ14001の認証を取得し、環境マネジメントに

取り組んできました。平成15年に第二次新宿区庁内地球温暖化対策実行計画、平成17年に

ＩＳＯ14001適用拡大、その後、平成23年３月に地球温暖化対策指針を策定し、第四次新宿

区庁内地球温暖化対策実行計画を策定しております。一昨年の平成29年４月から新たに新

宿区環境マネジメントの運用を開始し、ことしの２月に第三次環境基本計画を策定し、３

月に第六次新宿区庁内地球温暖化対策実行計画を策定している、このような流れで今まで

進めておりました。 

  それでは、新宿区環境マネジメントはどういうふうになっているかということをご説明

させていただきます。 

  新宿区の環境マネジメントは、第三次環境基本計画及び、第六次庁内地球温暖化対策実

行計画で策定した目標を達成するために環境マネジメント方針を設定し、Ｐｌａｎ、Ｄｏ、

Ｃｈｅｃｋ、ＡｃｔのＰとしています。次にＤｏとしては住民・事業者への公表、Ｃｈｅ

ｃｋ、環境マネジメント事務局によるチェック、Ａｃｔとして環境監査の見直しを行い、

これらのＰＤＣＡサイクルにより運用を行っております。 

  推進体制としましては、区長をトップに、次に、環境マネジャー、これは環境清掃部長

になりますね。その下に環境マネジメント推進員、環境マネジメント担当員、一番基本的

なところで新宿区各職員等が各課・施設における環境活動の実施をしております。このよ

うな体制で実施の推進体制になっております。 



-7- 

  新宿区環境マネジメントの特徴の１つ目としまして、実態に合った目標の設定というこ

とで、各職場の実態に応じた目標を設定するため、より取り組みが促進され、目標達成を

目指しやすいとしております。目標は１年に１回設定するとしております。環境監査の充

実、これはチェックになるんですが、環境監査の充実、監査用チェックリストの活用など

監査の実効性を向上させ、環境監査を実施していくこととしています。ＩＳＯのときの環

境監査は大体年40施設ぐらいだったのを、それを年85施設で、今まで６年に１度ぐらいの

監査は回ってくる頻度だったんですが、これを３年に１度回ってくるようにということで

監査の充実を図っております。また、監査員研修も充実し、しっかりした監査ができるよ

うにしております。 

  次に、②の特徴としては継続的な改善、アクションですね。環境監査において確認でき

た改善点や優れた取り組み、環境目標の達成状況を区長に報告し、改善等の指示を受け、

その内容に基づき次年度の環境目標（区、各課・各施設）の見直しを行っていくというこ

とで、毎年環境監査等に基づいてしっかり改善も進めていくということで、継続的な改善

がなされる仕組みを構築しております。 

  環境マネジメントの方針といたしましては、１つ目が全庁的に取り組む省エネ・省資源

活動の推進ということで、これは新宿区庁内地球温暖化対策実行計画で示された地球温暖

化対策の推進などを行っていくということです。２つ目が各課・各施設における環境配慮

活動を推進していきます。３つ目が環境法令の遵守の徹底による環境汚染の予防、この３

つ目の法令遵守ということもやはり行政機関で非常に重視しまして、フロン類の正しい扱

いとかの徹底を行っております。 

  １つ目の全庁的に取り組む省エネ・省資源活動の推進はどういう内容かということをご

説明いたします。 

  まず、省エネ法、温対法及び各種計画で定めた削減目標達成に向けて、各課・各施設の

職員がより一層の省エネ・省資源活動に取り組むとしております。削減目標は、ことし策

定した第六次庁内地球温暖化実行計画に基づいてＣＯ２を2022年度までに11.6％削減、2030

年度までにＣＯ２を24％削減としています。この数値は新宿区の区の目標あるいは国のさっ

き言いましたＣＯＰ２１、パリ協定で国が提出した削減目標に準ずる目標となっておりま

す。省エネ法上の削減目標として、エネルギーの使用量を毎年年平均１％削減するとなっ

ております。 
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  スライド１６が区の事務事業による排出量になります。折れ線グラフのところが、ちょ

っと私も目が悪くて余り見にくいんですけれども、青いところはＣＯ２の排出量ですね。そ

れで、赤線がエネルギーの使用量です。震災の影響で平成23年以降ＣＯ２の排出量が増えて

きたんですが、平成26年度をピークとして徐々にＣＯ２の排出量も下がって、これは電力の

ＣＯ２の排出係数の低下という要因が結構あるのではないかと思います。また、平成23年か

ら増えているのは、原発がとまったことによる係数の悪化というようなところがかなり関

係しているところもあると考えております。また、エネルギーの使用量が平成29年度は平

成28年度に比べて増えているのは、区の実行計画など各種計画事業が多かったということ

で、そういうようないろんな要因によって増えているところがあります。 

  スライド１７は新宿区全体のＣＯ２の排出量ですが、これも大体同様に平成24年、平成25

年をピークに電力の排出係数は下がって、また、各家庭での省エネにより、ここ平成25、

26、27、28と連続して排出量が下がっております。こういう状況になります。 

  それで、次に、②各課・各施設の実態に合った環境配慮活動の推進ということで、省エ

ネ・省資源の数値目標だけじゃなくて、各課・各施設の実態に合った環境によい取り組み

を目標に設定しています。いろいろな取り組み例があるんですが、代表的なものは、まず

みどりのカーテンを設置し、空調の使用量を抑制する。施設利用者に対して、ポスター等

で節水・節電の呼びかけを徹底する。コピー用紙の残数を常に把握し、計画的に購入する。

家庭で出た牛乳パックやペットボトルなどを園児の製作活動に活用する。これ最後のほう

は保育園か幼稚園だと思うんですが、各施設に合ったいろいろな取り組みを行っておりま

す。 

  次に、③環境法令の遵守の徹底による環境汚染の予防ということで、緊急時に人体や周

囲の環境、地球環境に影響を及ぼすリスクが特に高いと考えられる項目について重点的に

管理をしております。対象項目としては、ＰＣＢの保管・使用、アスベストの管理、毒物

・劇物の管理、消防法に基づく危険物の管理、フロンの排出抑制法にかかわる機器の管理

ということで、特にどこの施設でも一番下のフロンの排出抑制法に係るエアコン等の管理、

冷蔵庫・冷凍庫等の管理になっております。 

  それで、では、具体的な目標達成についての取り組みはどういうふうにしていくかとい

うと、まず、１つ目は再生可能エネルギーの導入による取り組みということで、太陽光発

電システムの導入や、あと、省エネ機器を導入していくなど、２つ目は区職員の省エネ行
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動の促進による削減の取り組みというふうな取り組みを行っております。新宿区環境マネ

ジメント活動の手引きにおいて、このように具体的にどういう活動をするかというのが記

載しております。今日お配りしているので、後でご覧になっていただければと思います。 

  それで、これが環境マネジメントに基づく削減目標の達成状況なんですが、特に平成29

年度はバツのところが結構多いので、非常に頑張らなくちゃいけないところなんですが、

ガス使用量、ガソリン使用量、用紙使用量、ごみ排出量ということでバツになっておりま

す。区役所本庁舎の冷暖房等ガスを使用していますので、やはり猛暑であったり寒さが厳

しいと、どうしても使用量が増えてしまうというようなところと、あと、区のやっぱり事

業量がふえた年はどうしても紙の使用量など増えてしまうということで、平成30年度は各

施設も頑張って、これを全部丸にするようにということで現在取り組んでいるところです。 

  こちらは省エネ対策の例として、照明の適正利用や空調の適正利用、エレベーターの適

正利用等さまざまな省エネ対策のポイントを記載して、これが省エネの手引きなどに入っ

ております。 

  次、環境監査についてです。環境監査の概要としましては、各課・各施設において環境

マネジメントが適正に推進されているかをチェックしていきます。課・施設における取り

組みを有効に推進するためのアドバイスも行っていきます。また、ここも大事なところな

んですが、課・施設における優良事例を発見して、庁内で広く共有する。この優良事例と

いうのも監査の中でなるべくたくさん拾い上げるようにして、共有するようにということ

で監査を行っています。 

  監査内容としては、環境マネジメント活動報告書、環境法令項目遵守などのチェックに

向けた書類等を用意してありまして、それに基づいて監査を行っております。下のほうに

先ほども説明したんですが、新宿区の課や施設は全部で261もあるんですね。このエコギャ

ラリー新宿もその一つになるんですが、それを３年で一巡するように監査を行っておりま

す。 

  環境監査の概要ということで、優良事項ということで課・施設の取り組みなど庁内外で

共有すべき優良事項と判断される事項。あと、提案事項、課・施設の取り組みの向上につ

ながる監査員からの提案事項、改善事項、新宿区環境マネジメントを推進する上で改善す

るべき事項、次に、指摘事項、新宿区環境マネジメントの重点項目に該当する環境法令の

逸脱、ここら辺をしっかり監査で出しておいて、改善や推進につなげるというのが監査の
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概要になっております。 

  次に、第三者評価についてです。新宿区環境マネジメントでは、この環境マネジメント

システムの有効性を確認するために、３年に一度外部の専門家による外部監査を行うとし

ております。平成29年にこのマネジメントを開始したので、平成31年度が最初の第三者評

価になります。第三者評価というのは、書面審査や実地監査、ヒアリング、評価講評を第

三者に行ってもらって、その結果を以降のマニュアルの改定や運用方法の改善につなげて

いくというものになっております。これもＰＤＣＡサイクルに基づいて実施するとしてい

ます。 

  以上が新宿区環境マネジメントと環境監査、第三者評価についての概要になります。ち

ょっと短い時間で内容は多かったので、ちょっとわかりにくいと思いますが、今日お配り

している冊子の中に細かいことも記載されていますので、適宜参考にしていただきたいと

思います。 

  それでは、続いて先ほどのＡ４、１枚の資料１にお戻りください。資料１、よろしいで

しょうか。資料１にお戻りください。 

  資料１の２番、平成29年度新宿区環境マネジメント活動結果について、別紙４をご覧く

ださい。別紙４はＡ４、２枚でホチキスでとじてあるものになります。 

  こちらのほうが新宿区環境マネジメントの活動結果ということで、正式運用は29年度か

ら行っていますので、初めての活動結果報告、最初の１年の活動結果になります。この中

の記載内容としましては、運用状況ということで、（１）が環境マネジメント運用体制とい

うことで対象が261課・施設、あと、（２）は研修の実施ということで、環境マネジメント

推進員・担当員研修、監査員研修を初め４種類の研修を実施して、できるだけ多くの人が

参加できるように複数の回数を実施しております。 

  （３）が環境監査の結果になります。昨年度は平成29年10月16日から約１カ月、11月17

日の間を監査期間としまして、84の課・施設を実施しております。59名の監査員が２人１

組で監査しております。 

  （４）は環境マネジメント通信の発行ということで、庁内の省エネ・省資源活動を推進

するため、年４回職員向けのＰＲ誌を発行しております。ＰＲ誌といってもＡ４、１枚の

ものですが、発行しております。 

  （５）は環境マネジメントマニュアル等の改訂ということで、先ほども説明した監査結
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果及び庁内の意見の徴収等を踏まえて見直しを行って、新宿区環境マネジメントマニュア

ルを修正しております。 

  裏面をご覧ください。 

  こちらは平成29年度環境マネジメントの目標達成状況ということなんですが、先ほどは

マル・バツで示してあったんですが、こちらのほうに数値で記載しております。これは数

値の比較なので、例えば100％だとちょうど達成しているということで、100％以下だった

ら、一番上の電気のところをご覧いただくとわかるんですが、99.4％となっていますから、

使用量が100％より少なくなっていれば達成して、100％以上になったら達成しなかったと。

目標は対前年の実績の１％減というのを目標にしております。 

  下のほうに平成29年度エネルギー使用量等の主な増減理由が記載してあります。 

  次のページにグラフがあるんですが、こちらのほうで直近３年間のエネルギーの使用量

の推移が出ています。例えば左下の用紙の使用量というのが平成27、28、29とかでこぼこ

なんですが、区民全員に配る、いわゆるガイド誌みたいなのがあるんですが、約二百ペー

ジ、これを２年に１回発行しているんですが、これは物すごい紙の使用量が多いんですね。

こういうことで、隔年ででこぼこするような、そういう理由があって変化しているものも

ございます。こちらも参考にしていただきたいと思います。 

  もう一度、資料１にお戻りください。 

  ３番、新宿区環境マネジメント第三者評価の実施についてです。第三者評価についてち

ょっと説明します。 

  第三者評価の実施する理由としまして、１つ目が効果的・効率的に運用されているか、

２つ目は適切な効果を挙げているか、３つ目は区の実態に合ったマネジメントとして改善

すべき点はないかの点を外部の専門家により第三者の評価を実施します。実施時期は来年

の10月ごろということで、評価機関としてはＩＳＯ環境マネジメント主任審査員等の資格

を持つ外部専門家ということで、以下、書面監査、実地監査、評価講評、新宿区環境マネ

ジメントの見直しということで（６）まで記載しております。 

  次、裏面をご覧ください。 

  本日の説明しているマネジメントについて、こちらに委員の皆さんからご意見をいただ

きたい内容をちょっと例示させていただきます。４番のところでご意見をいただきたいこ

とということで、今後の新宿区環境マネジメントの見直しに向け、以下の観点からご意見
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をお願いしますということで、１つ目が新宿区環境マネジメント全体に関する意見、例え

ば区民にもわかりやすい仕組みになっているかとか、マニュアル等は適切か、手引きはわ

かりやすいか。（２）番が平成29年度新宿区環境マネジメント活動結果についてですね。一

層の省エネ行動に取り組むための工夫や、優良な取り組みの積極的な公表や、各課・施設

の環境目標の達成状況の見える化など、各施設のモチベーションアップになるような方策、

各施設がやる気を上げるような方策はないかなど。（３）が第三者評価の実施についてとい

うことで、今説明した第三者評価を効果的に新宿区環境マネジメントを運用する仕組みづ

くり、あと、第三者評価の環境審議会への報告方法などご意見をいただきたいと考えてお

ります。 

  次に、５番です。意見の提出方法なんですが、これ別紙の記入用紙をお配りしているん

ですが、新宿区環境マネジメントに対する意見等記入用紙、Ａ４、１枚でお配りしていま

す。こちらにご意見を記入の上、12月14日までにご返答をお願いしたいと考えております。 

  その次、下の囲みの中は世田谷区で環境マネジメントの第三者評価を実施しておりまし

て、その例を記載しておりますので、参考にご覧になっていただきたいと思います。 

  以上、その他、環境監査報告書等の見本でお配りしていますので、こちらもご参考にな

っていただきたいと思います。これは新宿区リサイクル活動センターの例なんですが、環

境監査報告書、環境マネジメント報告書を見本としておつけしています。 

  環境監査報告書は、これは環境監査をした施設に対して監査員がお出しするものがこち

らの報告書になっています。また、その次についている環境マネジメント活動報告書、こ

れは各課や施設が年度当初に目標を設定して、それで達成状況を評価するというふうにな

っております。こちらも監査のとき確認することになっております。 

  以上、ちょっと雑駁で申しわけないんですが、新宿区環境マネジメントの説明になりま

す。よろしくお願いします。 

○会長 どうもありがとうございました。 

  たくさん内容を含んでいるものを、いろいろ要領よくまとめて、今日説明してくださっ

て大変だったと思いますけれども、一度で終わるわけじゃなくて、これからもずっとつな

がっていくものを例示として示されたように判断していただければと思います。皆さん方

で戸惑わられている方もいらっしゃるけれども、今日のところ、何かご質問とかご意見あ

れば、よろしくお願いいたします。 
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  どうぞ、坂本委員。 

○坂本委員 坂本です。 

  ちょっと課長のほうで今説明を受けたもので幾つかちょっとお聞きしたいんですけれど

も、まず、このマネジメントマニュアルのほうの第２版、マネジメントマニュアルという

のがあるんですが、これ表表紙に一番最新版の日付はやっぱり入れないとまずいでしょう

ね。 

  それと、やっぱりこれ素案の１冊から第２版まで、ないしは一番あれしているのは２版

までですかね。これでどこがどういうふうに変わったかというのは、ちょっとこのマニュ

アルの中で何か表現しておく必要があるんじゃないのかなとちょっと思うんですけれども

ね。ちょっとこれ、以前私も実際にもう20年ぐらい前ですけれども、やっているんですけ

れども、何かそのときはあった。それが１つね。 

  それから、ちょっと今私びっくりしたんですけれども、危険物云々というところで吹き

つけアスベストとあるんですけれども、これは例えばこういう施設にまだアスベストはあ

るんですか、除去していない。ここをちょっと聞きたかったんです。例えば学校というの

は、もう文科省で新宿区は恐らく全部きれいにしているんですけれども、各省庁の私の知

る限りでは、埼玉県とかそういうところではもう全部とっているんですけれどもね。それ

で、これが突然ここに云々と書いてあったから、これがちょっと不思議に思うので。 

  それから、あと最後ですけれども、例えばこういうものの報告書とか監査を受けるとき

は、いわゆるパソコンで見るんですかね、ペーパーレスで。この書面というふうに書いて

ある、書面じゃなくてパソコンですよね、あくまでも。その辺ちょっと３つだけお願い。 

  もう一つ、あと、この目標の中で地域資源というのが書いてあったんですよ。環境都市

・新宿で、ちょっとどこだったかな。目標のところで、ちょっとすみません。そこに囲み

で小さな文字で…… 

○環境対策課長 パワポの資料のところに。 

○坂本委員 そうですね、パワポのところですね。これ具体的に例えば新宿区のどういうも

のを資源としてお考えになっているのか。「地域資源を生かした」と書いてありますよね。

これで、一方で持続可能だとか環境都市を目指すんですけれども、これ具体的なものがち

ょっと何か一例、二例でもいいですけれども、挙げていただければと思います。 

  以上でございます。 
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○環境対策課長 では、まずマニュアル等の改訂ですが、ちょっと改訂内容については記載

を十分されていないところはあるんですが、素案とかから結構細かいところをごちゃごち

ゃ直しているので、余り書くと書き切れないところはあるんですが、あと、改訂履歴につ

いては一番最後のページのほうに記載されています。15ページですね、マニュアルですと。

こちらのほうに平成28年12月１日で素案を策定、４月１日に第１版を策定、平成30年４月

１日、第２版を策定としているんですが、ちょっとそこら辺の改訂内容をどこまで書くか

というのはちょっと検討させていただきたいと思います。 

  それで、次はアスベストですね。アスベストにつきましては、公害対策係長もいるんで

すけれども、基本的には吹きつけそのままというのもほとんど残っていないと思うんです

が、古い、かなり前に封じ込めをしてあるところがあるんですね。除去が困難な場所につ

いては、アスベストを封じ込めという作業が、大防法や環境確保条例に基づいた封じ込め

という作業があるんですが、それを規定に従って吹きつけアスベストが飛散しないように

固化材で固めて封じ込めてあるのがあります。それは封じ込めてあるので、現状では全く

問題ないんですね。では、どういうときに問題になるかというと、その建物を解体すると

き、きちんと除去してから解体しなくてはならないというのがありますので、そういうと

ころも含めてきちんと、忘れていてそのまま解体しちゃうと、やはり飛散する可能性が出

てくるんですが、固化してあればそんなには飛散しない。それでもきちんと把握しておか

なきゃいけないということで、そういうものを含めた吹きつけアスベストの管理というこ

とになっております。 

  次に…… 

○坂本委員 書面か。 

○環境対策課長 ペーパーレス化については、基本的にはパソコンの中に入れています。ま

た、ホームページで公表しており、あと、各課・各施設も環境対策課のほうにファイルが

ございますので、そちらに結果を入れることになっています。ただ、こういう会議でお示

しするとか、どうしてもやっぱり印刷しなくちゃならないところは印刷して使っておりま

すが、印刷に関してはなるべく両面印刷あるいは片面をもう使用した紙で印刷するなど創

意工夫を行っております。 

  もう一つ、資源ですよね。資源というのは、これはいわゆる物理的な資源だけではなく、

地域資源はやっぱり人的資源とか、あと経験、そういうものを含めた主に地域資源という
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新宿区だと、やっぱり地域の人々の能力や、あとはこういう新宿というまちが培ってきた

さまざまな歴史やそういうものを含めた資源ということで、新宿区の地下を掘って出てく

る資源、そういうものはないので、そういうソフト面での資源が主なものになっておりま

す。 

  以上です。 

○坂本委員 ありがとうございました。 

○会長 では、他にございましたら。 

  林委員。 

○林委員 説明ありがとうございました。 

  ２つありますけれども、１つはこの課長が説明された新宿区環境マネジメントの概要の

これは７ページ目の大目標なんですけれども、ＣＯＰ２１、国、その他の法令に準じた形

で新宿区も42年までに24％削減というふうに書かれているんですけれども、行政の皆さん、

新宿区の皆さんの非常に努力目標と努力と、それから、それに対しての監査体制というこ

とで説明がありまして、やっぱりその成果を挙げているんだなと思ったんですけれども、

翻って我々区民としては、雑駁に24％削減というのは、何を１％ずつ、どういうふうにこ

れ24％減ったというのがわかるのかなと。この22ページの説明でいきますと、電気の使用

量等幾つかの項目が書かれていますので、恐らくこれをやっていけば結果として24％まで

減らせるんだろうということなんでしょうけれども、我々区民として見ると、目で見てど

ういうふうにこれが減ったかというのは、何か測定するのか、あるいは監視をどうするの

か、具体的に日常生活でどうするのかというのは、本来はもしかすると、これは別なとこ

ろをちゃんと読めば、勉強すれば書かれているので、改めて意見等の記入表でもって書か

せていただいてもいいのかもわからないですけれども、ヒントとしていただければ、具体

的に24％が減るというのは何がどう減るのかなというのが１つです。 

  あと、２つ目、最後ですけれども、今日は何か東京都のほうでもって議会にかけるとい

うことになったそうですけれども、今年度は非常に猛暑ということがあって、驚いたこと

にいろいろな学童が学ぶ教室にはほとんどエアコンがついていないということで、これは

東京都全部にくっつけるような形で議会に知事さんのほうから提案をされるということで、

審議されるようですけれども、何はともあれ新宿区にしても実態、そのエアコン等がつい

てくるということになると、それは非常にいいことではあるけれども、ヒートアイランド
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対策ということになってくると、それはまた膨大な数字になってくるんだろうと思うんで

す、全小学校の全教室ですから。そうなってきたらそんなことは、これはもし影響がある

とすれば教えていただければと。 

  以上です。 

○環境対策課長 ありがとうございます。 

  まず、区全体の排出量ということなんですが、一応平成28年度までの排出量というのは、

この資料、パワーポイントの資料の17ページですかね。新宿区全体のＣＯ２の排出量という

ことで、グラフで出しています。それで、ではどうやって、これも平成28年なんですが、

直近のものはどうやってわかっていくかなかなか難しいところがあります、確かに。それ

で、この資料自体が各種電力の使用量やいろんなエネルギーや、あと、さまざまな統計を

もとに東京都全体で、23区と東京都と各市町村の連携した温暖化対策の組織があるんです

ね。そこのほうで算定して公表するんですが、大体２年から３年おくれでこれが、やっぱ

りデータがそろうのに二、三年かかって出してくるので、後追いですが、まずはこれをも

とに今までどれだけ減らしてきたかというのを区とかそういう東京都レベルとかでは、こ

れをもとにして振り返って算定している形にはなってしまいます。 

  それで、あとは区などの取り組みについては、やはり自分のところの電気の使用量とか、

区だったら区の電気の使用量、ガスの使用量、それぞれの自分が把握できるところのエネ

ルギーやものの使用量、廃棄物の排出量を減らしていくことを積み重ねていくのとともに、

現在は例えば電力のＣＯ２排出係数やそういうのも徐々にまた下がっております。そういう

ところと相乗効果で徐々に減らしていくということで、やはり自分のところのご家庭でし

たらご家庭のエネルギーの使用量を工夫して少しずつ削減していくということ、あとは環

境に良い取り組みをやっていくというのが大事なのかなと思っております。その結果、こ

ういうふうに下がっていく。それで、新宿区もこの環境マネジメントでも毎年の使用量の

削減目標を１％ということで設定して、それに向かって取り組んでいって減る分と、実は

このＣＯＰ２１に出した国の目標というのも、それぞれの取り組みと技術革新によるエネ

ルギーの減というのも想定して数値を設定しております。 

  エアコンですね。学校のエアコンについて、新宿区は実はもうかなりエアコンがついて

いるんですよ、もともと。そういうことなので、全校ということでもそれほど大きい影響

はないと思うんですが、やはり我々環境対策課としてもエネルギーの使用とこの温暖化に
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よる影響で猛暑への対応は非常に難しい問題だと考えているんですが、その中でもできる

限り工夫しながらやるのと、あとはみどりのカーテン、打ち水とか、そういうエネルギー

を使わない猛暑対策というのも推進していく中で、何とかバランスをとっていくことが大

事だと考えております。 

  以上です。 

○会長 よろしいですか。 

○林委員 ありがとうございます。 

○会長 では、他にございましたら。 

○環境対策課長 あと何かありましたら、また直接担当のほうにおっしゃっていただければ。 

○林委員 わかりました。 

○会長 どうも皆様方、ご質問、ご意見、ご熱心にありがとうございました。今日だけで終

わるということで話題提供を事務局のほうで用意したわけじゃなくて、実質これからが本

番になってきますので、皆さん方からいろいろどういうふうに考えていったらいいのか、

また、やっていったらいいのか、いろいろご意見等もございますでしょうし、事務局のほ

うに教えていただければというふうに思います。その点、日にちはいいですね。 

○環境対策課長 12月14日金曜日まで事務局宛てにご返送願います。 

○会長 では、よろしくお願いいたします。 

  新しい委員の方なども今日お聞きになって、さわりしかご紹介できなかったと思います

けれども、何か事務局のほうでこういうふうにやっておくと、また区がどういうふうに考

えて、どういうことをやっているんだろうなということを考える上で何か参考になったと

思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

  それから、さっき事務局のほうからありましたように、ご質問とかご意見が何かござい

ましたら、日付にあわせてよろしくお願いいたします。よろしいですか、皆さん。 

  ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――   

    ◎東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた情報提供 

○会長 では、次第の２、持続可能な社会に向けた東京2020大会の取組みと私たちの暮らし

について、﨑田委員から情報提供、よろしくお願いいたします。 

○﨑田委員 今、準備を進めていただいていますので、ちょっと自己紹介をさせていただき

ます。私、今新宿の地域で環境活動に熱心な皆さんとＮＰＯをつくって、新宿環境活動ネ
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ットという場をつくって、ここの環境学習情報センターの指定管理者をやらせていただい

ています。いろいろ活動に参加していただいて、ありがとうございます。 

  ふだん、私自身はここの職員に入らずにジャーナリスト・環境カウンセラーとして仕事

を続けているんですけれども、その中で今、東京2020大会の組織委員会がつくっている外

部専門家でいろいろな運営計画をつくっているんですが、そういう中に参画をしておりま

す。特にここに書いてあるように、持続可能性ディスカッション、ＤＧと書いてあるんで

すが、持続可能性ディスカッショングループというものは、この持続可能な運営計画全体

を話し合う委員会なんですけれども、これ百三十何ページというのが公表されていますの

で、今日はどういうことを考えているのかというところをお話ししようと思いますが、も

う一つ、この中に脱炭素とか資源管理とか生物多様性、あと、人権・労働、参加・協働と

いうようないろいろな分科会が開かれておりまして、この資源管理というところをやらせ

ていただいておりまして、資源管理の分野を非常に細かく、そして、それの全部の分野を

合わせてこの報告書をまとめるという委員会、その両方のまとめ役をやらせていただいて

おります。 

  ３年ぐらい前からスタートして参加をさせていただいているんですが、オリンピック・

パラリンピックというのは非常に影響が大きな、大勢の人が来てやる事業ですので、不用

意に開催をしては本当に環境に悪い影響ばかり残ると、そういう行事ですけれども、意外

や意外、非常に環境にはしっかりと対応していこうということで計画を立て、スタートし

ている行事なんだということをちょっと今日ご紹介させていただき、今後の課題としては、

計画は立てたけれども、それならばそういうふうにしっかり実現できるのかというのがこ

れから社会みんなで関心を持っていくというところも大事なところではないかというよう

に思います。 

  それでは、今15分というお時間をいただきました。資料は少し多目なので、ポイント、

ポイントのお話をしますので、後で関心のある方はちょっと中をじっくり見ていただくか、

字が小さい、資料のほうは小さくなっていますので、関連するところはホームページなど

で見ていただければ大変ありがたいなというふうに思っています。 

  では、始めさせていただきます。 

  今ちょっと簡単にご紹介しましたけれども、ＩＯＣ国際オリンピック委員会は、やはり

このスポーツに対する祭典ですけれども、1994年にスポーツ・文化、この２つの要素に環
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境をしっかり入れて、この３本柱で取り組みましょうということをかなり明確に発信し始

めております。この年度を見ていただくとお分かりかと思うんですが、世界で集まって環

境に対してしっかりと将来に向けて話し合ったのが1992年のリオの地球サミットというこ

とがよく言われていますが、その後の社会の盛り上がりの中でスポーツ・文化・環境とい

う視点を入れ、そして、実は2012年にここで開かれているロンドンのオリンピックで、環

境だけではなく持続可能性という視点もしっかり入れましょうということでやったことが

非常に評価をされ、2014年にオリンピックの国際、ＩＯＣ国際オリンピック委員会が持続

可能性ということを強調するように宣言をし、その後、国連がＳＤＧｓをちょうど採択し

た時期でもありますので、しっかりとＳＤＧｓの実現にスポーツで貢献するということを

明確にしているということで、 2016年、そこの形を明確にする IOC Sustainability 

Strategy、持続可能性戦略というのをＩＯＣはつくって、そのときには施設整備と自然環

境、資源循環、そして、交通政策、雇用、CLIMATE、気候変動、この辺を明確に出していま

す。 

  こういう中で今オリンピックの準備が進んでいるんですけれども、今日私がお話をさせ

ていただくのは、このロンドンやリオのときにどういうことが特徴的だったのかというこ

とを少しお話しすることと、東京2020大会の今の持続可能性の準備の状況、そして、私た

ち市民としてどんなことを考えていく可能性があるのかというあたりをお話ししたいなと

いうふうに思います。 

  ロンドンなんですが、私はロンドンのオリンピックが終わってからＮＧＯのメンバーと

ロンドンの関係者に視察をしてきて非常に驚いたんですけれども、大都会が新しくオリン

ピックを誘致するといっても、地域でどういうふうにこれから再生するかしっかり考えて、

かなりしっかりこのオリンピック・パラリンピックを活用しながら持続可能性を実現させ

て、そのよかったことをレガシーとして生かそうというような、そういう戦略をしっかり

高く持っているなというふうに非常に思いました。ロンドンは競技が31、大会関係者28万

人、チケット購入者1,100万人、食事は1,550万食、ほぼ東京も同じ規模だろうと。ちょう

ど行ったときには、オリンピックのメーンスタジアムのここまであった席を半分ぐらいに

するために削減工事をしていたと、そういうところです。そのときの橋桁などは近くでつ

くるところに活用するというふうに決まっている。他のスポーツ施設などは非常に自然が

定着していましたが、もともとのロンドンの自然の植種をちゃんと生かしているというよ
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うなことでやっておられました。 

  これをどういうふうに実現したのかというのは、新宿区が環境基本計画をつくる、ああ

いうのと同じように持続可能性計画というのを各項目に詳細につくって、目標を設定する。

そして、それをどういうふうにつくるのかというガイドラインをつくり、調達基準のガイ

ドラインをつくり、フードビジョン、食料調達のガイドラインをつくると、こういう細か

い作業を積み重ねていったと、こういう流れがあります。 

  特に生活に非常に影響したというふうにロンドンの方にも聞いたのは、例えば食料調達

に関して1,550万食分もあるわけですので、どういうところから調達するかという調達基準

を明確にしながらやるということを今まで以上に、例えば海のエコラベルとかフェアトレ

ードとか、そういう環境的な配慮だけではない食材調達の持続可能性とか、そういうこと

も考えているようなものもかなり取り入れて、結局その後、そういう食材を扱うお店がふ

えるとか、スポーツする人がふえるとか、いろいろ選手村の新しい子育て用の新しいまち

としてでき上がるとか、もう最初からレガシーをちゃんと考えてつくると、こういう戦略

がすばらしいなというふうな感じがして、東京大会も次の私たちの暮らし方、仕事、まち

づくりを目指す契機として考えていくのがいいんじゃないかと、そういう思いをして帰っ

てきました。 

  その後、リオのときもパラリンピックのほうに行ったんですけれども、リオもできるこ

とをしっかりやりながら、いろいろな森林材、森林の材木を長い形のまま使って、終わっ

てから小学校を建設するという形にするとか、リユースのカップを使って、開会式はみん

なでリユースカップを使うとか、身近なものまでいろんな配慮をしているという状況です。 

  では、さて、東京2020をどんなふうに考えているかということなんですけれども、ここ

でさっきお話ししたように、いろいろな外部委員の委員会というのを５つつくりました。

やはりスポーツとか技術革新とか交通とか５つつくって、その中のまちづくり・持続可能

性という分野で持続可能性と細かい詳細分野を話し合って、ことしの６月に、２年ぐらい

かけて話し合って、運営計画第２版というのをつくりました。ここもやはりキーワードは

Be better, togetherと、こういう言い方をするようにみんなで話し合ったわけですけれど

も、よりよい未来へ、ともに進もうというのが今回の持続可能性のキーワードです。後ほ

どこの５つのポイントに関しては詳細にお話をしますが、この中にはよく皆さんもご存じ

かと思いますけれども、メダルをみんなで集めた例えば携帯や小型家電からつくろうとい
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う都市鉱山からつくるみんなのメダルプロジェクトとか、そういうのも入っていますし、

水素エネルギーをちゃんと活用しましょうというような、いろんな思いが込められていま

す。 

  ここにその精神を書いてあります。ＳＤＧｓの精神「誰一人、取り残さない」、こういう

ものをやはり考えながらスポーツのこの祭典をみんなでつくっていくことで貢献していき

たいというふうなことを明確に掲げています。 

  その中のここに全部目標が書いてあります。気候変動のところで最初は低炭素という話

だったんですが、委員から、いやいや、もう脱炭素に向かうと。それでTowards Zero 

Carbonと、こういう話になりましたが、再生可能エネルギーを活用する。資源管理はZero 

Wasting、大気・水・緑・生物多様性、人権・労働、誰もが主役の開かれた大会、参加・協

働、情報発信（エンゲージメント）、こういうようなことを大事にしながらみんなで取り組

んでいます。それに関して、きちんとＳＤＧｓの精神から言うと、どういうところに貢献

するのかというのを常に考えながらみんなで取り組んでいるという状況です。 

  その中で、先ほど５つの項目があるというふうにお話をしました。具体的にどんな項目

かというのを少しお話をすると、例えば脱炭素のところですと、パリ協定、こういうこと

にきちんと向けて日本社会がしっかり取り組んでいくような、インセンティブになるよう

な、貢献できるようにということで、既存の会場をいろいろとしっかり省エネルギーをす

るとか書いてありますが、再生可能エネルギー電力100％を使用していく。特に新しくつく

る競技場やプレスセンターなどではそういうふうにしていくというようなことが明確に書

かれています。そして、公共交通や燃料電池自動車をしっかり活用するというような新し

い方針を打ち出しています。 

  これが全体像ですが、これがいろいろな、これも後ほど見ていただければと思いますが、

そういう中で気候変動に関しては、発生抑制を建設、運営段階で考え、やはり削減、省エ

ネのところも建設、運営段階で考え、再生可能エネルギーはできるだけつくると。それで

もＣＯ２が減らないところはオフセットをすると。では、どういうオフセットをするのかと

いうのをきちっと今、市民参加型オフセット、そういう形もいいんじゃないかというよう

なことで、今この形をつくっている真っ最中というふうに考えていただければと思います。 

  １つだけ具体例で、今、水素に関してどういう準備をしているかということなんですけ

れども、オリンピックの期間中は成田や羽田から選手村とかそういうところに来るリムジ
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ンバスとか、そういうものに水素バスを活用する。大会関係者には燃料電池自動車にする

というような話がありますが、この選手村のところは、後で大会が終わってから5,650戸の

分譲と賃貸の新しいまちづくりにすると。この高層は50階建てということで、全部燃料電

池、水素を中心とした供給を支えていくと。その中に今、福島の再生可能エネルギー等を

活用しながら、つくるときもＣＯ２フリー水素で、使うときにもＣＯ２を出さないと、非常

にこれはまだコストがかかるという研究段階なんですが、それをあえてこのオリンピック

のときには採用して、新しいこういうまちづくりのモデル事例になったらどうかと。ご専

門の先生が隣にいらっしゃるので、後で何かお話しいただければなんですが、これはどう

いうふうにそれを全部描いているかという図です。 

  水素ステーションで交通機関と選手村の一帯に全部供給する。水素もパイプラインだけ

ではなく、清掃工場のところからの熱も供給する。そして、それを全部エネルギーマネジ

メントで、非常に効率のいいマネジメントをしていく。ここから水素を供給するときも、

できるだけＣＯ２フリー水素のモデル的なものも入れていくと、こういう絵を今描いており

ます。 

  次の２番目が資源管理のところなんですが、資源を一切無駄にしないZero Wastingという

ような、そういう目標を今立てております。そして、資源を使うときと資源を使い終わっ

て出すとき、これ全体の３Ｒを徹底するということで今目標を立てていますが、数字が明

確に出ているものの調達物品の99％を再使用、再生利用にすると、これがちょっと高い目

標値なんですが、これをあえてやるということで、できるだけ再生資源が次の社会にちゃ

んと活用できるような、そういうことも考えると。ただし、運営時廃棄物は65％を再使用

・再生利用ということで、少し汚れたものなどもかなり入ってくるということを想定して、

今日本社会全体は四十数％ですけれども、かなり高いところに今設定しています。全国の

自治体から木を集めて木材活用のリレーをつくると、いろんな計画をつくっております。 

  これもその全体像なんですが、後で見ておいていただければありがたいですが、その中

で今資源管理は10の目標をつくっておりますが、リデュース・リユース・リサイクルとよ

く言われていますが、そういうところに全部項目を入れています。発生抑制のところでや

はり食品ロス削減というのをかなり強調しておりますが、２番目に容器包装削減、これは

今プラスチックの大きな問題があって、レジ袋有料化とかそういうのが出ておりますので、

できれば今、東京都と連携をしながら、レジ袋有料化が最初に徹底できたらということで
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準備はしているんですが、そういうまだ計画、話し合い段階です。 

  食品ロス削減に関しては、たまたまきのうの夜の読売新聞に食品ロス削減のことが出て

おりまして、あれ、これ私がしゃべったことと似ていることを誰かが言っているのねと思

ったら、私が話したことを記者さんが書いていたということだったので、あれと思って今

コピーしておきました。 

  リユースのところはさっきの調達物品の99％再使用・再利用、もちろんリサイクルのと

ころは入賞メダルの再生金属利用と、これは皆さんに協力いただいています。これが100％

活用ということです。もちろん食品廃棄物、出たものはちゃんとリサイクルをするとか、

そういうことは全部入っておりますが、最終的にＣＯ２削減できないものに関して、こちら

もいろいろ協力し合っていかなきゃいけないとか、いろんなそういう話し合いを今考えな

がら全体像をつくっています。 

  食品廃棄物に関しては、さっきお話をしました。本当に実はスポーツ選手の食事は健康

が一番ですので、なかなか食品ロス削減が優先順位１番ではありませんので、かなり出る

ということを今想定しながら計測をどういうふうにするのか、そして、提供するときにど

ういうふうにちゃんと伝えるのかとか、そういうことを今いろいろな、この前の世界バレ

ーのときに農林水産省が調査をしてくれたんですけれども、そういうことを生かしながら

今準備を始めています。 

  これは皆さんもよくご存じのように、皆さんが参加をして集めてくださった携帯などを

活用して、金銀銅を100％つくると、そういうようなプロジェクトですが、ほぼ金と銅は集

まって、銀がもうあとちょっとというふうな状態です。 

  大気・水・緑・生物多様性のところもやはり海辺の会場が多いので、水循環をきれいに

するということが非常に大きな目標になっています。それとあと、葛西の海浜公園の特に

自然の豊かな渚のあたりは、今ラムサール湿地の登録をできないかということでいろいろ

関係者が動いている真っ最中です。やはりこの分野でみんなの関心が高いのは、この異常

気象の中で本当に健康にみんなが運動し、応援していただけるかというのが大事ですので、

これは今組織委員会だけではなく、内閣官房が中心になって、国と東京都と組織委員会と

連携をしてアスリートの方、そして、応援する方、関係者みんなでいろんな舗装の話とか

周りの街路のつくり方とか何時にスタートとか、そんなことを今話し合いをしている真っ

最中です。 
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  もう一つ、人権・労働、公正な事業慣行、これはやはり持続可能性という新しい環境、

経済、社会という中で非常に大きな、重要なところなんですけれども、世界のＮＧＯのこ

の辺の関心のある人の大挙が今日本に来て、この辺を提案している方が大変多いんですけ

れども、障害のあり・なし、人種、そして、宗教、文化。あと、性的な指向とか、そうい

うことを全部踏まえて、どんな人もウエルカムという場所にしなければいけない。もし何

かトラブル、何かマイナスなことがあったら、それを受けとめる今仕組みをつくると、そ

ういうような作業をしています。もうすぐ終わります。 

  これは５番目、エンゲージメントなんですが、できるだけみんなでつくるというような

ことで、さっきのメダルプロジェクトとか、東京2020参画プログラムという取り組みがあ

って、みんながオリンピック・パラリンピックの機運醸成に貢献するようなプログラムを

登録して、いろんなところで開催をする、その情報を交流させると、そういうような取り

組みを始めています。あと、ボランティアの方への研修とか、そこが大変大きなところで

す。 

  では、こういうことをどういうふうに担保するのかというのは私がさっき申し上げまし

たけれども、やはりここはＩＳＯ20121というイベントのマネジメントシステムというのが

ロンドン大会でできまして、これをまだ日本では認証するような認証機関がないんですけ

れども、今、オリンピックをきっかけにして認証機関をつくるというようなことを日本の

ＩＳＯの中心になっているＪＡＢ、日本適合性認定協会が今オリンピックと一緒に準備を

進めています。あと、モニタリングとか、これからいろいろな報告書をつくりながらしっ

かり進めていただいているか検証する。そして、調達コードなどもきちんと運用されてい

るか検証する。そして、建物の場合は環境アセスメントを東京都が自主アセスをしている

と、こういうことでしっかりと取り組むようなことを担保してやっているということです。 

  今、実は新宿区にはこのメーン競技場があるということもあって、区役所のほうではき

っといろいろな行事をやって、準備をされていると思いますけれども、こういうふうにこ

の東京大会2020、これで全てが終わりではなくて、ここで新しくチャレンジした持続可能

な取り組みに関して、その後の社会で生かせるようなレガシー、いわゆる遺産という意味

ですが、遺産といっても、それをきっかけに次の社会できちんと生かすと、そこが非常に

今強調しながら準備を進めているというところです。 

  あと、簡単にあと一、二分でご紹介しますが、東京2020参画プログラムという先ほどお
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話ししたような、全国多くの方が機運醸成のためのさまざまな行事をして、その行事を企

画し、登録していただこうと、こういうのがあるんですが、これは会場などになっている

ような自治体が手を挙げると、こういう公認プログラムというしっかりとした内容になる

んですが、ＮＧＯなどが提案をすると、この支援プログラムと、こういうマークが使える

というところでやっていますが、新宿区もこの子どもスポーツデーというのを今一生懸命

定期的に実施されて、次のスポーツデーは３月に西新宿小学校であるというふうに伺って

います。 

  このエコギャラリーでもこういうような状態を区民の皆さんと共有しようということで、

ことしの７月にこの組織委員会のこのまとめをつくる中心になった部長さんがやはり女性

の方なんですが、その方に来ていただいて、区民の皆さんと話し合うという行事をやりま

した。そのときにやはり皆さんがこういうものに非常に熱心にいろいろ質疑応答をやって

いただいたんですけれども、そういう中で結構いろいろな質問が出ました。やっぱりボラ

ンティアは大事なんじゃないかとか、フードロスは大事なのではないかと。一体ロンドン

にはない東京らしい特徴は何かということを聞かれて、やっぱり再エネ100％とか、丁寧な

資源分別は日本の財産ですというお話もされましたけれども、やはりＳＤＧｓを中心に貢

献をするんだというのが今回、最大のところだというふうに思っています。 

  これは新宿区が今、区民協議会でいろんな話し合いをして、そろそろもうまとめが出て

いると思います。関心のある方はホームページで公開されていると思いますので、見てい

ただければと思います。 

  このときに参加した区民の方たちのご意見が大きくまとめると、この５つの項目だった

ので、最後にこれだけご紹介します。やはりこういうときにこんな大きな大会は余りない

ので、将来に伝えるために学生など若い人が環境・持続可能性とかこういうことを学ぶ場

をもっとつくったらどうかとか、資源分別やパラリンピックボランティアとか協力できる

ことはたくさんあるので、やったらどうか。ボランティアに対して非常に関心が高く、海

外からのボランティアと交流する機会をつくったらどうかとか、ボランティアがレガシー

として社会に定着するように表彰するとか何か仕組みがあってもいいんじゃないかとか、

非常にボランティアへの感心が強かったです。そして、ＳＤＧｓ、エシカル、若者も日本

もいろいろ捨てたもんじゃないので、そういうことがちゃんとみんなでできればいいです

ねと、非常にそういう意味でポジティブなご意見をいただきました。これからもこうやっ
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てみんなでどういうふうに考えられるかということを話し合うような時間をしっかり持っ

ていきたいなというふうに思っています。 

  ここは下に文化のギャラリーもありますので、ことしの２月には若い人たちに関心を持

ってもらおうということで、「ようこそ和菓子の世界へ」という学生の方たち10人に企画チ

ームに入っていただいて、こういう行事をやりました。今度の来年の２月24日には「活用

は無限大FUROSHIKIの世界」と、こういう行事をやるように今、若い学生の方たちが企画会

議をしていると、こういう状態ですが、これをきっかけに日本を知り、外国の方に伝える、

あるいはそういうことをきっかけに地域の環境をいろいろと考えていく、いろんな場の広

がりにみんなで取り組んでいくと、そういう大事な機会となるのではないかなというふう

に思います。 

  ちょっと時間を超過いたしましたが、紹介させていただくお時間をいただいて、ありが

とうございます。 

○林委員 先生、ちょっとすみません。今の資料２のところですけれども、ずっと下のここ

のところにロンドン大会などで、よくご説明でわかったので、食事の用意に1,550万…… 

○﨑田委員 1,550万食。 

○林委員 食ですか、食べる。ちょっとわからなかったので。ありがとうございます。 

○会長 どうも﨑田委員、お忙しいところ、ありがとうございました。せっかくの機会です

ので、何かご質問あればよろしくお願いします。 

  本田委員。 

○本田委員 﨑田先生にお伺いいたします。どうもすみません、公募委員の本田と申します。 

  今現在、調布にあります味の素スタジアムが今現在、風力と、あと太陽光発電をされて

いまして、それとあと、このスタジアムの壁面が緑化されていまして、それで、非常に環

境に対しての考えられたスタジアムであるというふうに言われています。エコスタジアム

というふうにも言われていると思いますけれども、今度、新宿区に建つメーンスタジアム、

それはそういうエコも考えていらっしゃいますでしょうか。 

○﨑田委員 スタジアムは、実は日本のＪＯＣ、日本のスポーツ協会がつくるという責任な

ので、本当はなかなか言いたいことはいっぱいあるんですが、組織委員会として細かい計

画の中に細かく書き込むというところがなかなかできなかったんですが、でも、やっぱり

今のお話のようにメーンスタジアムですので、環境対応をしっかりやるような形にしてほ
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しいということは、かなりしっかり書き込んであります。 

  今回、いろいろ全国からの木材を使うとか、そういうような計画にはかなりなっている

ので、配慮した形にはなると思います。一度すごく立派な、大きなイギリスのデザイナー

の方が近未来のすごい提案をされたんですが、あれから一回変わって、日本のデザイナー

の非常にそういう意味では、日本の環境状況を非常に考えたデザインになっているという

ふうに期待しながら私もでき上がるのを待っているという感じです。ありがとうございま

す。 

○本田委員 ありがとうございました。 

  あともう一点、ちょっと勝田先生にお伺いしたいんですけれども、今の﨑田先生のほう

から燃料電池自動車というお話があったんですけれども、これ特に燃料電池の場合はリチ

ウムイオンバッテリーというのが高温の場合、劣化が早くて、そして、使い方によっては

発火や爆発の危険性があるというふうに私は聞いているんですけれども、それに対しまし

て、やはりこれからバッテリーが劣化しないためのエネルギー開発が必要であるというこ

との何か話を聞いているんですけれども、その点に関しまして、勝田先生にちょっとご意

見をお伺いしたいんですが。 

○勝田委員 いろいろ世の中で事故も起こったり何かしておるので、そのあたりは非常に注

目されるところだと思いますけれども、やはり車でのバッテリーの利用に関しましては、

やっぱりそこのサーマルマネジメントといいますか、熱的なマネジメントが必要になって

くるというふうに思っています。でないと、やはり電池の寿命ですとか、それから、性能

に関しましても、やっぱりそれが温度のコントロールをしないときいてくるというのが通

常の考え方でございまして、そのあたりはきちっとやらなきゃならないなというふうに考

えています。 

  また、では、それをどこに使うかということですけれども、やはり冬の暖房とか、そう

いうところへの熱の供給というのが内陸では使っていませんから、熱を供給することはな

かなか難しいので、そういうところに供給できるのではないかなというふうに言われてい

ます。 

○本田委員 ありがとうございました。 

○勝田委員 あと、私から質問してよろしいでしょうか。 

  これ全て本当に実現したらすばらしいことになるだろうというふうに思っておりますけ
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れども、今、﨑田さんのほうでここが一番不安だよというようなところはありますか。 

○﨑田委員 私が今、資源管理のところをかなり細かくやっているんですが、そこのところ

では、さっきお話しした調達物品のリユース・リサイクル99％目標というのは、今日本の

中でかなり先進企業が取り組んでその数字なんですね。でも、やっぱりやればできないこ

とはないし、そういうふうにしていかないと本当にこれからサーキュラー・エコノミーと

か、本当に資源が大事と、そういう時代の象徴になるようなオリンピックにならないんじ

ゃないかということで、みんなで話し合ってそういう数字なんですが、それが本当にみん

なで応援しないと大変だろうなというふうな感じがしています。 

  あと、エネルギーのところは、新しい水素のところはかなり今、水素に向けた取り組み

をしている産業も増えてきましたので、今、東京都の国のエネルギー基本計画もオリンピ

ックをきっかけにやはり水素もきちんとやりながら、2050年のＣＯ２、80％マイナスにつな

げたいというような意思がすごく強くなっているので、どうにかなっていけると思うんで

すけれども、最終的な全体がやっぱりうまくＣＯ２が削減できないときのオフセットの仕組

みをどうするかというのが、世界が納得するような質の高いオフセットの仕組みにするの

か、みんなが貢献できるような参加型のオフセットと、市民参加型のオフセットみたいな

形にするのかどっちがいいのか、両方の意見の人が今、結構委員会ごとに戦っていたり、

そんなことを言っちゃいけないか、ご意見がいろいろ出たりとか。一番今強いのは、両タ

イプやったらいいんじゃないかという話で、そんな話をしていると、そんなところです。

すみません。 

○会長 どうぞ、坂本委員。 

○坂本委員 今の説明についてちょっと幾つかのご質問があるんですけれども、まず、この

ＳＤＧｓがいきなり何かオリンピックを契機に出てきたような感じで、確かに2015に今ま

での国連で考えたものが2017年に集約されたということで、それでいきなりいろいろと出

てきておるんですけれども、我々にとってはちょっといきなりなんですけれども、実際は

2015ですから、もう３年、４年たっている話ですね。 

  それが例えば私は今、この新宿で区が区域の中に国立競技場があるわけですよ。今回、

二月ぐらい前ですかね、もうちょっと前かな、オリンピックのマラソンコースが決定しま

したよね。区内での国立から外苑の西から靖国に抜けて、外苑の外堀を通って飯田橋に行

きますね。それが新宿区の延長距離なんですよ。約４キロ、片道。それをまた往復で行き
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ますから、８キロ。私たちはむしろ区民とすれば、そこがどうなるのか。例えば今私も推

進委員でいろいろやっているんですけれども、実はこの８月30日に実際にこのマラソンコ

ースを温度測定したんですよ。歩道が50度、外気の温度が33度、それから、車道が43度ぐ

らい。何かこういうとんでもなく暑い。今の例えば高機能舗装で、それだけ温度を下げる

ということはまず無理だと思うんですね。 

  それを例えば今、説明を聞いた中で、確かに立派な話はたくさんありますよ、ここに。

私も理解できないものばかりですけれども、それがむしろ我々区民とすればそっちのほう

が関心はあるわけですよ。そこが何か環境都市・新宿として、世界から来る方々に環境の

いいところを見せたいわけですよ、新宿の。むしろそういう意味で言えば、マラソンコー

スもちょっと区としていろいろ手当しましたというのをみんなにやっぱり示してあげたい

なと。そんなところで少し新宿区に戻ってもらって、何か我々ができるものはないかとい

うことをちょっと探っているんですけれども。 

  以上でございます。 

○﨑田委員 ありがとうございます。 

  私も新宿区あるいは区民としてどんな提案をして一緒に汗がかけるか、一緒にできるか

とか、やっぱりそういうことはすごく大事なことだと思うんですね。ですから、先日ここ

のエコギャラリーで多くの方と話し合うワークショップを実施したという話を最後にしま

したけれども、ああいうのをもう少しやりながら、市民のそういうこんなことができるん

じゃないか、特に環境分野だとか、そういうふうにして区の皆さんに提案をし、区として

参画プログラムみたいなことに提案をするとか、今新宿区のほうではオリンピック・パラ

リンピック準備局というか、そういうセクションができて、しっかりやっておられるので、

逆にそういうところと情報共有しながら、環境の視点もちゃんと入れてやりましょうねと

いうほうがいいのかもしれないんですが、逆にそういう新宿の準備の状況というのは、部

長か課長に一言状況を教えていただくと私もうれしいかなというふうに思います。いかが

でしょうか。 

○環境対策課長 新宿区の対応ということなんですが、まず、環境清掃部としましては、こ

とし夏に公認プログラムをとりまして、打ち水大作戦、公認プログラムでやりました。こ

れもやり方によってはマラソンコースを涼しくするというふうにつなげることもあると思

います。 
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  また、やはりきれいなまちづくりということも環境清掃部として大事だと考えておりま

して、ポイ捨てキャンペーンも公認プログラムでやっております。それと、あとは環境清

掃部としては、区のオリンピック・パラリンピック開催推進会議というのがあって、その

中の環境保全推進部会というところに所属していまして、きれいなまちづくり、今後とも

できることについていろいろやっていきたいと考えています。それと、新宿区の清掃車に

オリンピック関係のステッカーを張るということもちょっと今計画したりすると。新宿区

としては、各部会、私は環境部会、あとは地域の部会とか幾つか部会はあるんですが、部

会ごとにいろいろ考えて取り組むとともに、全体としてもいろいろできることを今後積極

的にやっていこうということで取り組んでおります。また何か環境審議会の中でいろいろ

ご意見いただく中で、我々もできること、やることについて検討していきたいと考えてお

ります。 

○坂本委員 もう一つ重要なこと、よろしいですか。 

  今、東京都は前の知事から水素社会を目指していろいろやっておったんですけれども、

私の持論になるかもわかりませんけれども、実はＥＶ、電気自動車、これメーカーもそれ

ぞれもう電気自動車にかなり切りかえて、わかる範囲だと、ホンダが細々とやる。それか

ら、トヨタはもちろんそれぞれやっておったんですけれども、かなり減速していますよね。

水素社会が本当にその後レガシーじゃなくして、現実の東京都の本当にいわゆるモデルと

いうより、モデルはもうやめたほうがいいです。モデルじゃなくて、実際にお金をかけた

ものが本当に銀座のまちなかを走っていくのかどうかとか、そういうのを非常に私危惧し

ているんですよ。 

  さっき﨑田委員からの話にも水素社会の話を聞きましたけれども、私はただモデルで終

わっちゃうんじゃなくして、やっぱりどうやってソフトランディングさせていくのか、無

理やりやっていくのかというのを少し具体策が欲しいなと思っているんです。要するに自

動車メーカーが完璧に逃げちゃっている状況なので、ちょっとそういうことでお話を聞か

れればと思います。 

○﨑田委員 ありがとうございます。 

  すみません、ちょっと話が広がっちゃいますが、私は今、国の水素・燃料電池戦略会議

にも入っていますし、東京都の会議にも入っていますし、そういう意味で産業界が今本当

に腹をくくりながらやっておられるというのは、間近に一緒に話し合っています。 
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  今そういう皆さんがやっぱり危惧しているのは、何か電気自動車という大きな波が急に

ここのところ来ているんですが、いやいや、電気自動車だけじゃなくて電気自動車や水素

・燃料電池とか、こういうようなところで次の時代をつくっていくんだと。日本は今そう

いうところをもう一回ちゃんとみんなに伝えていくというのはすごく大事なことなんじゃ

ないかと思いますが、今、水素ステーションをつくるために、今はようやく全国100ステー

ションぐらいあるんですけれども、それを非常に早めるために自動車の製造メーカーと水

素ステーションの設置メーカーとで全部が連携をして、金融機関と一緒になって大きな枠

をつくって、これから１年間、日本で全体的に広げようとかいろんな動きが進み始めてい

るので、本当にモデルで終わらない流れになっていけばいいなと。今いろんな動きが少し

ずつあるので、そういうきっかけにオリンピック・パラリンピックがしっかりとなればと

いうような形で、オリンピック・パラリンピックが水素エネルギーのモデル提示になれば

というような、そういうような形でちょっとご紹介をしました。 

○勝田委員 すみません。おっしゃっているのはモビリティのところだけでございまして、

問題はやっぱりそれをどういうふうな形でスマートコミュニティなりスマートシティの中

に入れていくかということだと私は思います。 

  モビリティのところは、先ほどから﨑田さんがおっしゃっているように、ガソリンスタ

ンドのところに水素を供給できるように、併設をすることができるように高圧ガスの法律

が変わったりなんかいたしまして、そういうところではかなり安くできるようにはなって

いるんですけれども、それと私が心配しているのは、ここにもあるんですけれども、突然

福島県が出てきて、福島県の今災害の復旧のための自然エネルギーを導入するということ

だろうと思いますけれども、そこの自然エネルギーを使ってＣＯ２フリーの水素をつくると

いうことをおっしゃっているんですけれども、これをおっしゃっているんですけれども、

それをまた東京のほうまで運んでこなくちゃならないと、そこの部分がまたちょっとネッ

クだなという感じを持っております。 

  結局、私なんかは1990年代から水素に関連して仕事をしているんですけれども、当初の

ＷＥ－ＮＥＴというワールドワイドのエネルギーネットワークシステムというので、日本

が水素社会をつくろうということでスタートしたんですけれども、そのときには結局、外

国で水素をつくってくると。外国も水力の余剰の電力のあるところですね。今ですと、カ

ナダ、こういうところで水素を電気分解して、さらに、それを液化して持ってくるという
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話が一等最初にありました。当時は中国も余剰だったので、中国もやるよという話だった

んですけれども、ただ、今の状態はちょっと状況が違っていまして、国で考えているのは、

あるいは企業がそういうことでやっているんですけれども、オーストラリアの褐炭を使っ

て、そこから水素をつくる。燃やすんじゃなくて水素をつくりましょう。ただし、そこも

ＣＯ２は出てきますので、ＣＣＳでもってオーストラリアに置いていきましょうという話で

すよね。それをまた液化して、そして持ってくるという形に今はなっております。 

  ただ、それがいいのかどうかというのは、私にはよくわかりませんけれども、とにかく

つくるところでＣＯ２が出てしまうというところ、あるいは運ぶところでＣＯ２が出てしま

うというところが水素に関しては非常に大きな問題です。ただ、モビリティだけではない

ということだけは強調しておきたいと思います。すみません。 

○﨑田委員 ありがとうございます。 

  すみません、ここで水素の話が盛り上がっちゃっていますが、一言申し上げると、本当

に今、先生のお話のように、第１フェーズは水素・燃料電池自動車とかそういうものの定

着とか、家庭用のエネファームとかああいうものの定着なんですけれども、次の段階、

2030年ぐらいは今、大量にオーストラリアとかブルネイとか、ああいうところから持って

くるというような大きなタンカーをつくるとか、そういう川崎重工とか千代田加工とか、

ああいう大きなところの大プロジェクトみたいなところが第２段階で、第３フェーズで、

いやいや、やっぱり再生可能エネルギーを今がんがんつくって、系統に入らないようなも

のもありますので、そういうのを活用しながらＣＯ２フリー、ＣＯ２をつくるときにも出さ

ないような再生可能エネルギーからの水素というのを大量に使うと、そういう流れになれ

ばというような大きな戦略をしつつ、そのＣＯ２フリー水素を使うというのをちょっと早め

るために、この東京のオリンピックが一つのモデルにならないかというようなことで、本

当に今これ大変ですが、必死になってやっていると、そういう状況です。ちょっとすみま

せん、盛り上がっちゃって。 

  先ほど課長からお話しいただいたきれいなまちづくりのキャンペーンとか、打ち水の大

作戦とか、やっぱり私たちができることをちゃんとみんなで考えていきながら、きれいな

まちづくりキャンペーンというのは本当にすごく大事な話、基本だと思いますので、そう

いうのをみんなでやりながら、そういう基本プラスどんなふうに盛り上げていくのか一緒

に考えられればなと思います。ありがとうございました。 
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○会長 本田委員、どうぞ。 

○本田委員 現在の自動車の電動化が加速しているということは確かなんです。けれども、

結局メリットは、これ非常に災害時とか非常事態のときに緊急の家庭用の電源として使用

できると、そういうことも考えられるんですね。ですから、その点と、あとは﨑田先生が

おっしゃっている水素ステーション、これはもう結局コストが高いと、そういうあれがあ

るんですね、問題が。ただ、それは国と産業界が一体となって水素ステーションの整備と

拡大を目指してやっていけたらなと思っているんです。そういうことで、あと、それから、

先ほど坂本委員がマラソンの件を通しておっしゃっていたんですけれども、私は坂本委員

の意見のところは賛成したいです。それは東京の場合は、いわゆる水素社会、これをオリ

ンピックの目玉として、これを前面に掲げて取り組んでいると思っています。 

  ですから、新宿はやはり環境都市・新宿ということを前面に出して、それで環境パフォ

ーマンスというんですかね、それをぼんと向上させて、広げて、区民の方々にも理解をし

ていただいて、それで、2020年にはやはり世界の方々が東京、また、新宿に集中するわけ

です。それがやはり一番のいいチャンスだと思うんですね。だから、世界へ発信すると、

環境都市・新宿が世界に発信するいいチャンスだと、そのように思っています。そういう

ことで、やはり新宿区、行政の方々にも力を入れていただきたい、お願いしたいと思って

います。 

  以上でございます。 

○会長 どうもありがとうございます。 

  時間の関係もありますし、では、簡単にお願いします。 

○原田委員 区民委員の原田と申します。 

  私もちょっと一言、オリンピックのことで意見を述べたいと思います。オリンピックは

とても楽しみにしているんですよね。特に新宿にメーン会場がございますので、区民がや

はり他の区よりももっと意識を持って、このオリンピックのことを考えていかなければい

けないと思うんですね。マラソンは夜、走るそうです。だから、夜の新宿が映ると思いま

すので、夜の新宿はどういう美しさがあるのか考えていきたいと思います。 

  それと、私は毎年ゴーヤのみどりのカーテンをつくっているんですが、ことしの猛暑に

は、私は仕事をしておりますので、水をあげられなかったんです。それで、枯れてしまっ

たんですよね、ことしは。だから、だんだん異常気象が激しくなって、ゴーヤのカーテン
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ももう本当に水を頻繁にやらないと美しいみどりのカーテンができません。それで、先ほ

ど皆さんもおっしゃったんですが、東京オリンピックは新宿を世界にアピールするよいチ

ャンスだと思うんですね。それで、新宿区民も同時にアピールできますので、新宿という

ところは、区民がこういうことをやっているんですよというのを世界に発信したいと思っ

ているんです。 

  ただ、まだ区が東京オリンピックの意識を区民にどうしなさい、ああしなさいとかいう

ことが何か全然言わないというんですか、区報にもそういうのが大々的に出ませんので、

こちらの先生が開催されたセミナーですか、こういうのも知らない人が多いんですね。何

人区民がこれに参加したのはちょっとわからないんですけれども、もっともっと区民に東

京オリンピック、どうするべきかということをもっと知らせてほしいんですよね。それで

意識を高めていって、みんなで新宿を世界に、よい新宿、環境はこんなことを区民はやっ

ているんですよということをアピールするチャンスですので、それで、私は美しいみどり

のカーテンを区民全体がやって、それを世界に見せたいというんですか。ただ、猛暑が毎

年激しくなってきているので、ことしはそんなふうに私のみどりのカーテンも枯れてしま

いました。それで、来年も再来年、２年後ですか、もっと心配なんですね、どういう事態

になっているのか。環境が破壊されていって、もう毎年、毎年猛暑も激しくなるし、豪雨

も起こっていますよね。どんなオリンピックになるんだろうと不安のほうが大きいんです。

だから、もっと区民に呼びかけて、区民の意識を高めて、それで、みんなで環境のよいま

ちづくりをしている新宿を世界にアピールしたい。私は、自分はそういう気持ちでいるん

ですよね。 

  それで、そのときに小さなことですが、みどりのカーテンをみんな区民がやっていて、

その美しいみどりのカーテンを世界に、こんなことをやっているんですよというのを小さ

なことですが、緑色を世界に打ち出したいという気持ちが私はあります。だから、区役所

の方ももっともっと区民に東京オリンピック、成功させるために区民はこうしましょうと

いうのを呼びかけてほしいと思います。よろしくお願いします。 

○会長 他によろしいですか。 

○林委員 今のお話とはちょっと離れちゃうんですけれども、この食品ロスを五輪で防ぐと

いうことで、ちょっと一つ、これは提案書の中に提案させていただいたほうがいいのかわ

からないので、課長のほうからも説明がありましたけれども、この読売さんの切り抜きの
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中でやっぱり一番訴えるところは、私があれしたところは、国民１人当たり毎日茶碗１杯

のご飯、約139グラムと同じ量を捨てている計算だというのは、これが非常に具体的に区民

としてというか、我々消費者は非常にご飯１杯捨てているのかという形だと思うんですね。 

  １つ、私はこんなことはあれなんですけれども、24というか、削減の努力目標値、行政

の皆さんはきちんと監視体制もしかれてやっていますけれども、我々区民としてぜひ訴え

ていきたいのは、ポイント制度みたいなことを導入できないかなと。要するに、学校、職

場、それから、一つ一つの家庭に大々的にポイントでもって、その結果について表彰制度

になるかどうかは行政の皆さんはお考えなんだけれども、今我々はこのご飯１杯というよ

うな形で訴えた場合に、例えば電力・ガス・水道が何ポイント先月に対して減ったよとい

うのは、各家庭、各職場、全部請求書でわかるわけですね。それでもって、測定しなくて

も、もうそこがちゃんと測定してくれているわけですから、これを前月量に対して幾ら減

ったというのも、非常に今、我々消費者の皆さんを見ていると、ポイントには非常に敏感

に反応していますから、１ポイントでもあれしたほうのお店に行くとかいうようなことを

とっていますので、これを何か利用して、学校全体、職場全体あるいは各家庭でもってポ

イント制度、前月に比べてこれだけ減らしたというのをロングラン的に半年後あるいは１

年間を行政の皆さんのほうに何かでもって表彰制度みたいなことを導入しつつされたらど

うかなと。 

  これは一番最初に会長がおっしゃったように、私は初めて参加させていただいたもので、

長い間、スパンの中でいろいろと出てくるんでしょうけれども、ちょっと短兵急な質問だ

ったかもわからないけれども、今日のお話、課長のほうからのいろいろな削減の話をあれ

したときに、具体的にということになると、やっぱりここに毎日茶碗１杯のご飯と、こう

いう書き方がしてあって、では、ご飯１杯はどうしたらいいだろうというふうな考えが区

民はできやすいと思いますので、ポイント制度の導入ということを私は提案させていただ

きたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○会長 ありがとうございました。 

  どうも時間を超過してまで皆さん方から熱心なご意見をいただきまして、大変参考にな

ったと思います。それで、私自身もちょっとやっぱり新宿とオリンピックというのをもう

ちょっと漠然とじゃなくて、細かくくくって整理していって、やるべきこと、また、やれ

ること、そういうのを整理する必要があるんじゃないかというふうに思うわけですね。 
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  例えば道路の利用といっても、オリンピックの道路とか何とか言っているんだけれども、

国道と都道と、それから、区道みたいなものとみんな一緒くたになって、めちゃくちゃに

やっているんですね。それで、私自身はどっちかというと、今までのプライベートのそう

いう道路をどうやって活用するか、それとあわせて新宿の区道というのをどういうふうに

活用するのか。それで、そういうオリンピックだとか何とかのマラソンのコースとの兼ね

合いがどうだとか、その上でいろいろ今後考えていくべきだなというふうに思っているわ

けです。 

  それで、私自身、いろいろマルイとか、それから、伊勢丹だとか、あの屋上の美化とか

整備、そういったものなどのＰＲを国全体にすることをやっているんですよ。それで、新

宿にはもっともっとまだやってもらうことはあるし、そういった協働の機関とも区役所の

ほうが連携をとっていく必要はあるし、また、次の期待というか、機会があったら、その

辺、整備されたものを審議会で提示されたらもっともっと有効的になるんじゃないかなと

いうふうに思いますので、事務局、大変でしょうけれども、よろしくお願いいたします。 

  ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――   

    ◎その他 

○会長 では、時間が遅くなりましたけれども、事務局のほう、他にございますでしょうか。 

○事務局 それでは、連絡事項が２点ございます。 

  まず、１点目は賀詞交歓会についてです。先日、名簿のご確認をいただきまして、あり

がとうございました。ご案内の発送については12月の中旬を予定しておりますので、よろ

しくお願いいたします。 

  そして、２点目ですが、次回の審議会の開催は３月の上旬を予定しております。また、

日程が近くなりましたら開催通知をお送りしますので、よろしくお願いいたします。 

  続きまして、本日これよりエコギャラリー新宿の施設見学をしたいと考えておりますが、

ちょっと時間も超過しておりますので、大体施設見学は15分程度を考えておるんですけれ

ども、もしこの場でもう退席されたいという方はおっしゃっていただければと思いますの

で、いらっしゃいましたら挙手していただいてもよろしいですか。 

  では、手を挙げられなかった方についてはご案内させていただこうと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

  事務局からは以上です。 
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○会長 どうもありがとうございました。よろしいですか。 

  では、事務局の今申し上げたスケジュールで今後進めていっていただければと思います。 

  ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――   

    ◎閉会 

○会長 本日はどうもご多忙のところご熱心に意見交換、ありがとうございました。これを

もちまして、閉会にいたします。 

午後４時03分閉会 


